
１．平成18年３月期の業績（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

(財)財務会計基準機構会員

平成18年３月期 個別財務諸表の概要 平成18年5月18日

上場会社名 株式会社Ｊストリーム 上場取引所 東証マザーズ 

コード番号 ４３０８ 本社所在都道府県 東京都 

(URL http://www.stream.co.jp/) 

代  表  者 役職名 代表取締役社長 氏名 白石 清 

問合せ先責任者 役職名 
執行役員 

広報ＩＲ室長 
氏名 保住 博史 ＴＥＬ  （03）4363－7100 

決算取締役会開催日 平成18年５月18日 中間配当制度の有無 有 

配当支払開始予定日 未定 定時株主総会開催日 平成18年６月28日 

単元株制度採用の有無 無    

(1）経営成績 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

  売上高 営業利益 経常利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年３月期 2,481 17.0 93 101.8 129 140.7

17年３月期 2,121 22.8 46 14.9 53 32.3

  当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

株主資本 
当期純利益率 

総資本 
経常利益率 

売上高 
経常利益率

  百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

18年３月期 122 146.5 879 63 873 01 4.2 3.9 5.2

17年３月期 49 332.6 359 90 355 54 1.8 1.7 2.5

（注）①期中平均株式数 18年３月期 139,486株 17年３月期 138,316株

②会計処理の方法の変更 有      

③売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率であります。 

(2）配当状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 
１株当たり年間配当金 配当金総額 

（年間） 
配当性向 

株主資本 
配当率   中間 期末 

  円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

18年３月期 0 00 0 00 0 00 0 0.0 0.0

17年３月期 0 00 0 00 0 00 0 0.0 0.0

(3）財政状態 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

  総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

18年３月期 3,388 3,010 88.8 21,535 10

17年３月期 3,191 2,860 89.6 20,564 47

（注）①期末発行済株式数 18年３月期 139,781株 17年３月期 139,088株

②期末自己株式数 18年３月期 －株 17年３月期 －株

(4）キャッシュ・フローの状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

18年３月期 － － － －

17年３月期 219 △613 44 1,864
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（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  1,073円11銭 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

なお、上記予想に関する事項は添付資料の９ページを参照して下さい。 

２．平成19年３月期の業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日）  

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり年間配当金 

中間 期末  

    百万円  百万円  百万円 円 銭 円 銭 円 銭

通 期 3,000   200   150    ― 0 00 0 00
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７．個別財務諸表等 
(1）貸借対照表 

   
前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

増減 
（千円） 

（資産の部）              

Ⅰ 流動資産              

１．現金及び預金     1,364,576     1,537,152   172,576

２．受取手形     13,719     11,667   △2,051

３．売掛金 ※１   454,473     455,607   1,133 

４．仕掛品     3,822     5,053   1,230

５．前渡金     295     －   △295 

６．前払費用     52,111     51,303   △807 

７．預け金     500,000     500,000   －

８．その他     3,051     40,783   37,731

貸倒引当金     △187     △202   △14

流動資産合計     2,391,863 74.9   2,601,366 76.8 209,503

Ⅱ 固定資産              

(1）有形固定資産              

１．建物   44,494     44,871    

減価償却累計額   10,006 34,487   15,297 29,573   △4,914

２．機械装置   32,612     32,612    

減価償却累計額   14,342 18,270   20,170 12,442   △5,828

３．器具備品   326,161     316,362    

減価償却累計額   234,685 91,476   215,995 100,366   8,890

４．建設仮勘定     －        

有形固定資産合計     144,234 4.5   142,382 4.2 △1,852

(2）無形固定資産              

１．商標権     5,117     7,346   2,228

２．ソフトウェア     143,243     202,051   58,807

３．電話加入権     5,187     5,196   9

４．その他     125     25   △99

無形固定資産合計     153,673 4.8   214,619 6.3 60,946

(3）投資その他の資産              

１．投資有価証券     501,000     104,000   △397,000

２．関係会社株式     －     316,006   316,006

３．長期前払費用     1,205     9,876   8,671

投資その他の資産合
計 

    502,205 15.8   429,883 12.7 △72,321

固定資産合計     800,113 25.1   786,885 23.2 △13,227

資産合計     3,191,976 100.0   3,388,251 100.0 196,275
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前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 
対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

増減 
（千円） 

（負債の部）              

Ⅰ 流動負債              

１．買掛金     2,840     －   △2,840 

２．未払金     283,635     334,525   50,889

３．未払費用     1,341     2,769   1,428

４．未払法人税等     12,715     8,001   △4,713

５．未払消費税等     13,414     16,755   3,340

６．前受金     10,987     5,324   △5,663

７．預り金     4,084     7,340   3,256

８．賞与引当金     2,628     2,983   354

９．その他     56     354   297

流動負債合計     331,704 10.4   378,053 11.2 46,348

負債合計     331,704 10.4   378,053 11.2 46,348

               

（資本の部）                 

Ⅰ 資本金 ※２   2,155,608 67.5   2,169,223 64.0 13,615

Ⅱ 資本剰余金              

１．資本準備金   1,403,870     1,417,485    

資本剰余金合計     1,403,870 44.0   1,417,485 41.8 13,615

Ⅲ 利益剰余金              

１.当期未処理損失   699,207     576,511    

利益剰余金合計     △699,207 △21.9   △576,511 △17.0 122,696

資本合計     2,860,271 89.6   3,010,197 88.8 149,926

負債・資本合計     3,191,976 100.0   3,388,251 100.0 196,275
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(2）損益計算書 

   
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
百分比
（％）

金額（千円） 
百分比 
（％） 

増減 
（千円） 

Ⅰ 売上高     2,121,605 100.0   2,481,640 100.0 360,035

Ⅱ 売上原価              

１．サービス原価   1,350,155 1,350,155 63.6 1,500,772 1,500,772 60.5 150,616

売上総利益     771,449 36.4   980,868 39.5 209,419

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※2,4   724,977 34.1   887,068 35.7 162,090 

営業利益     46,471 2.3   93,800 3.8 47,329

Ⅳ 営業外収益                 

１．受取利息   6,463     16,732    

２．有価証券利息   2,004     4,995    

３．業務受託手数料 ※1 －     14,160    

４．雑収入   345 8,812 0.4 619 36,508 1.5 27,696

Ⅴ 営業外費用              

１．新株発行費   1,672 1,672 0.1 1,291 1,291 0.1 △380

経常利益     53,611 2.6   129,017 5.2 75,405

Ⅵ 特別利益              

１．償却債権取立益   －     738     

２．貸倒引当金戻入益   584 584 0.0 － 738 0.0 153

Ⅶ 特別損失              

１．固定資産除却損 ※3 2,125 2,125 0.1 4,769 4,769 0.2 2,643

税引前当期純利益     52,070 2.5   124,986 5.0 72,916

法人税、住民税及び
事業税 

    2,290 0.1   2,290 0.1 －

当期純利益     49,780 2.4   122,696 4.9 72,916

前期繰越損失     748,987     699,207   △49,780

当期未処理損失     699,207     576,511   △122,696
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サービス原価明細書 

（脚注） 

   
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

Ⅰ 材料費   20,932 1.5 1,577 0.1 

Ⅱ 労務費   199,938 14.2 252,320 16.1 

Ⅲ 経費 ※２ 1,183,911 84.3 1,315,211 83.8 

当期サービス費用   1,404,782 100.0 1,569,108 100.0 

期首仕掛品たな卸高   3,963   3,822  

期末仕掛品たな卸高   3,822   5,053  

他勘定振替高 ※３ 54,768   67,105  

サービス原価   1,350,155   1,500,772  

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 １ 原価計算の方法  １ 原価計算の方法 

オンデマンド放送については総合原価計算 

ライブ放送他については個別原価計算 

同左 

※２ 経費の主な内訳 ※２ 経費の主な内訳 

地代家賃 31,364千円 

減価償却費 44,943千円 

ソフトウェア償却費 36,988千円 

通信費 238,396千円 

賃借料 74,096千円 

保守料 59,692千円 

業務委託手数料 135,476千円 

外注費 506,468千円 

ロイヤリティ 35,693千円 

地代家賃 30,402千円 

減価償却費 47,008千円 

ソフトウェア償却費 50,548千円 

通信費 268,198千円 

賃借料 75,599千円 

保守料 64,247千円 

業務委託手数料 174,077千円 

外注費 507,832千円 

ロイヤリティ 73,043千円 

※３ 他勘定振替高の内訳 ※３ 他勘定振替高の内訳 

販売費及び一般管理費 54,768千円 

     

販売費及び一般管理費 67,105千円 

     

- 36 -



(3）キャッシュ・フロー計算書 

   
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

区分 
注記

番号
金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益   52,070 

減価償却費   50,276 

ソフトウェア償却費   40,502 

商標権償却費   635 

その他無形固定資産償却費   99 

賞与引当金の増減額 （減少：△）   △316 

貸倒引当金の増減額 （減少：△）   △812 

受取利息   △8,467 

新株発行費   1,672 

固定資産除却損   2,125 

売上債権の増減額  （増加：△）   △40,573 

仕掛品の増減額   （増加：△）   141 

前払費用の増減額  （増加：△）   △18,014 

未収入金の増減額  （増加：△）   △408 

その他の資産の増減額（増加：△）   △467 

仕入債務の増減額  （減少：△）   △1,144 

未払金の増減額   （減少：△）   117,352 

未払消費税等の増減額（減少：△）   4,412 

前受金の増減額   （減少：△）   2,094 

その他の負債の増減額（減少：△）   12,255 

小計   213,434 

利息の受取額   8,474 

法人税等の支払額   △2,099 

営業活動によるキャッシュ・フロー   219,809 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出   △31,588 

無形固定資産の取得による支出   △80,810 

投資有価証券の取得による支出   △501,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー   △613,398 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

株式の発行による収入   44,635 

財務活動によるキャッシュ・フロー   44,635 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△）   △348,953 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高   2,213,529 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 ※  1,864,576 
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(4）損失処理案 

   
前事業年度 

（株主総会承認日 
平成17年６月28日） 

当事業年度 
（株主総会承認日 
平成18年６月28日） 

対前年比

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 金額（千円） 
増減 

（千円） 

Ⅰ 当期未処理損失     699,207   576,511 △122,696

Ⅱ 次期繰越損失     699,207   576,511 △122,696
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重要な会計方針 

項目 
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

（1）満期保有目的の債券 

    償却原価法（定額法） 

（2）その他有価証券 

 時価のないもの 

移動平均法による原価法 

（1）      ─── 

     

（2）その他有価証券 

 時価のないもの 

移動平均法による原価法 

（3）子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法による原価法 

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法 

（1）仕掛品 

個別法による原価法 

（1）仕掛品 

同左 

３．固定資産の減価償却の方

法 

(1）有形固定資産 

定率法 

 なお、主な耐用年数は以下のとおり

であります。 

(1）有形固定資産 

同左 

  建物 ３～15年

機械装置 ６年

器具備品 ４～20年

 

  (2）無形固定資産 

定額法 

 なお、自社利用のソフトウェアにつ

いては、社内における見込利用可能期

間（５年）による定額法を採用してお

ります。 

(2）無形固定資産 

同左 

４．繰延資産の処理方法 (1）新株発行費 

 支出時に全額費用として処理してお

ります。 

(1）新株発行費 

同左 

５．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回

収不能見込額を計上しております。 

(1）貸倒引当金 

同左 

  (2）賞与引当金 

 従業員への賞与支給に備えるため、

支給見込額のうち当期の負担額を計上

しております。 

(2）賞与引当金 

同左 

６．リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によって

おります。 

同左 

７．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

 キャッシュ・フロー計算書における資

金（現金及び現金同等物）は、手許現

金、随時引き出し可能な預金及び容易に

換金可能であり、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来する短期

投資からなっております。 

────── 
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項目 
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

８．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項 

(1）消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

(1）消費税等の会計処理 

同左 
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会計処理方法の変更 

追加情報 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 ───────  （固定資産の減損に係る会計基準） 

当事業年度より、固定資産の減損に係る会計基準

（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会 平成14年８月９日））及び「固

定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第６号 平成15年10月31日）を適用しており

ます。これによる損益に与える影響はありません。 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

法人事業税における外形標準課税部分の損益計算書上の

表示方法 

───── 

 実務対応報告12号「法人事業税における外形標準課税

部分の損益計算書上の表示についての実務上の取扱い」

（企業会計基準委員会平成16年２月13日）が公表された

ことに伴い、当事業年度末から同実務対応報告に基づ

き、法人事業税の付加価値割及び資本割10,425千円を販

売費及び一般管理費として処理しております。 
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注記事項 

（貸借対照表関係） 

（損益計算書関係） 

前事業年度 
（平成17年３月31日） 

当事業年度 
（平成18年３月31日） 

※１ 関係会社に対するものは、次のとおりでありま   

す。    

売掛金              11,929千円 

※１ 関係会社に対するものは、次のとおりでありま   

す。    

売掛金              31,082千円 

※２ 会社が発行する株式及び発行済株式総数 ※２ 会社が発行する株式及び発行済株式総数 

会社が発行する株式の総数 普通株式 243,000株

発行済株式総数 普通株式 139,088株

会社が発行する株式の総数 普通株式 243,000株

発行済株式総数 普通株式 139,781株

 ３ 資本の欠損の額は699,207千円であります。  ３ 資本の欠損の額は576,511千円であります。 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

※１       ─────── 

  

※１ 関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

ております。 

 関係会社よりの業務委託手数料   11,010千円 

※２ 販売費に属する費用のおおよその割合は63％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

37％であります。 

 主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

※２ 販売費に属する費用のおおよその割合は54％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

46％であります。 

 主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

役員報酬 43,038千円 

給与手当 261,543千円 

賞与 82,615千円 

賞与引当金繰入額 2,628千円 

法定福利費 43,237千円 

減価償却費 5,333千円 

役員報酬 43,801千円 

給与手当 262,218千円 

賞与 83,023千円 

賞与引当金繰入額 2,983千円 

法定福利費 44,795千円 

販売促進費 71,498千円 

減価償却費 3,704千円 

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま

す。 

器具備品 1,312千円 

ソフトウェア 813千円 

 計 2,125千円 

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま

す。 

器具備品 4,706千円 

ソフトウェア 62千円 

 計 4,769千円 

※４ 研究開発費の総額 ※４ 研究開発費の総額 

一般管理費に含まれる研究開発費 21,492千円 一般管理費に含まれる研究開発費 53,250千円 
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（キャッシュ・フロー計算書関係） 

① リース取引 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係 

（平成17年３月31日現在） 

現金及び預金勘定 1,364,576千円 

預け金勘定 500,000千円 

現金及び現金同等物 1,864,576千円 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リース取引 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リース取引 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

 
取得価額相
当額 
（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

期末残高相
当額 
（千円） 

機械装置 18,200 4,853 13,346 

器具備品 195,982 119,530 76,451 

ソフトウェア 22,627 11,556 11,071 

合計 236,809 135,939 100,869 

 
取得価額相
当額 
（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

期末残高相
当額 
（千円） 

機械装置 18,200 8,493 9,706 

器具備品 165,243 66,621 98,622 

ソフトウェア 18,268 7,774 10,493 

合計 201,712 82,889 118,823 

２．未経過リース料期末残高相当額 ２．未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 

１年内 50,152千円 

１年超 52,618千円 

合計 102,771千円 

１年内 48,331千円 

１年超 72,690千円 

合計 121,022千円 

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額 

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失 

支払リース料 58,010千円 

減価償却費相当額 55,204千円 

支払利息相当額 3,096千円 

支払リース料 58,299千円 

減価償却費相当額 56,163千円 

支払利息相当額 2,690千円 

４．減価償却費相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。 

４．減価償却費相当額の算定方法 

同左 

５．利息相当額の算定方法 

 リース料総額とリース物件の取得価額相当額との

差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。 

５．利息相当額の算定方法 

同左 

（減損損失について）  

リース資産に配分された減損損失はありません。  
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② 有価証券 

前事業年度（平成17年３月31日現在） 

時価評価されていない主な有価証券の内容 

その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額 

当事業年度（平成18年３月31日現在） 

 子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

③ デリバティブ取引 

前事業年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 

④ 退職給付 

前事業年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  貸借対照表計上額（千円） 

(1）満期保有目的の債券 

非上場株式 

  

500,000 

(2）その他有価証券   

非上場株式（店頭売買株式を除く） 1,000 

  
１年以内 

 （千円） 

１年超５年以内 

（千円）  

５年超10年以内 

（千円）  

10年超 

 （千円） 

 １．債券 － － － － 

 （1）国債・地方債等 － － － － 

 （2）社債 － － － 500,000 

 （3）その他 － － － － 

 ２．その他 － － － － 

 合計 － － － 500,000 
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⑤ 税効果会計 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

２．法定実効税率と税効果会計適用後法人税等負担率との差異原因の主な項目別内訳 

⑥ 持分法損益等 

前事業年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 
前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

繰延税金資産 

賞与引当金損金不算入額（千円） 

未払事業税（千円） 

未払事業所税（千円） 

繰越欠損金（千円） 

その他（千円） 

繰延税金資産小計（千円） 

評価性引当額（千円） 

繰延税金資産合計（千円） 

繰延税金資産の純額（千円） 

  

1,069 

4,241 

－ 

89,840 

126 

95,278 

△95,278 

－ 

－ 

  

1,213 

4,444 

645 

31,072 

236 

37,613 

△37,613 

－ 

－ 

 
前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

法定実効税率（％） 

（調整） 

交際費等永久に損金に算入されない項目（％） 

住民税均等割（％） 

評価性引当金の増減（％） 

その他（％） 

税効果会計適用後の法人税等の負担率（％） 

40.69 

  

1.7 

4.4 

△42.39 

－ 

4.4 

40.69 

  

1.36 

1.83 

△42.05 

－ 

1.83 
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⑦ 関連当事者との取引 

前事業年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

(1）親会社及び法人主要株主等 

 （注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件に関しましては、一般取引先と同様であります。 

(2）役員及び個人主要株主等 

 （注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件に関しましては、一般取引先と同様であります。 

(3）子会社等 

 該当事項はありません。 

(4）兄弟会社等 

 （注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件に関しましては、一般取引先と同様であります。 

属性 
会社等の
名称 

住所 
資本金又
は出資金 

（百万円） 

事業の内容
又は職業 

議決権等
の被所有
割合 

（％） 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 
（千円） 

科目 
期末残高 
（千円） 

役員の
兼任等 
（人） 

事業上
の関係 

親会社 

トランス・

コスモス 

株式会社 

東京都 

渋谷区 
29,065 

情報処理

サービス

業 

なし －  

当社サ

ービス

の提供 

Web制作、 

ソフトウェア

開発等 

89,062 売掛金 11,929 

属性 氏名 住所 
資本金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等 
の所有 

(被所有) 
割合 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 
（千円） 

科目 
期末残高 
（千円） 役員の

兼任等 
事業上
の関係 

役員 荒木 正敏 － － 

トランス・

コスモス健

康保険組合

理事長 

なし － 

当社サ

ービス

の提供 

コンテンツ制

作等 
59,995 売掛金 33,595 

属性 
会社等の 
名称 

住所 
資本金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等 
の所有 

(被所有) 
割合 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 
（千円） 

科目 
期末残高 
（千円） 役員の

兼任等 
事業上
の関係 

親会社の

子会社 

ティーシ

ーアイ・

ビジネ

ス・サー

ビス株式

会社 

東京都渋

谷区 
100 

トランス・

コスモス株

式会社グル

ープ企業に

対するシェ

アードサー

ビス事業 

なし なし 
余資 

運用 

預け金 1,500,000 預け金 500,000 

受取利息 6,299 未収収益 － 

親会社の

子会社 

株式会社 

ＣＯＤＥ 

東京都渋

谷区 
224 

情報処理

サービス

業 

なし なし 

当社サ

ービス

の提供 

コンサルティ

ングサービス

の提供 

68,723 売掛金 6,238 
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（１株当たり情報） 

 （注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１株当たり純資産額 20,564円47銭 

１株当たり当期純利益  359円90銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   355円54銭 

１株当たり純資産額 21,535円10銭 

１株当たり当期純利益  879円63銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益  873円01銭 

 
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（千円） 49,780 122,696 

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― 

普通株式に係る当期純利益（千円） 49,780 122,696 

期中平均株式数（株） 138,316 139,486 

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     

 当期純利益調整額（千円） ― ― 

 普通株式増加数（株） 1,695 1,058 

  （うち新株予約権） （1,695） （1.058）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

新株予約権２種類（新株予約権の

数884個）。 

新株予約権１種類（新株予約権の

数567個）。 
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（重要な後発事象） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

平成17年６月28日開催の定時株主総会において、当社取

締役、監査役及び従業員に対して、商法第280条ノ20及

び商法第280条ノ21の規定に基づき新株予約権（ストッ

クオプション）を発行することが決議されました。その

概要は以下のとおりであります。 

 平成18年３月22日開催の当社取締役会において、子会社を

設立することを決議し、平成18年４月12日付で以下の通り

子会社を設立いたしました。 

 (1）付与対象者  当社取締役、監査役及び従業員の

予定。今後開催の取締役会において

決定する。 

    

 (2）新株予約権

の目的となる

株式の種類 

 普通株式 

 (3）株式の数  600株を上限とする。 

 (4）新株予約権

の行使時の払

込金額 

 新株予約権の発行日の属する月の

前月の各日（取引が成立しない日を

除く。）の東京証券取引所における

当社株式普通取引の終値の平均値の

金額とし、１円未満の端数は切り上

げる。ただし、その価額が新株予約

権の発行日の終値（取引が成立しな

い場合はそれに先立つ直近の終値）

を下回る場合は、当該終値の金額と

する。 

 (5）新株予約権

の行使期間 

 平成19年７月１日から 

 平成23年６月30日まで 

１．商号 株式会社ＢＡＳＩＳ ＰＬＡＮＥＴ 

２．本店所在地 東京都渋谷区渋谷三丁目25番18号 

３．代表取締役社長石松 俊雄（当社取締役副社長） 

４．設立年月日 平成18年４月12日 

５．資本金 

  

3,000万円（当社出資比率96.7％、

出資額2,900万円） 

６．決算期 ３月末日 

７．主な事業内容   

（1）インターネットを利用した各種情報提供サービス

業 

（2）コンピュータシステムの企画、調査、開発、販

売、保守及びコンサルティング 

（3）コンピュータソフトウェアの企画、分析、開発及

び販売 

（4）コンピュータによるインターネットへの接続サー

ビス 
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８．役員の異動 

１．代表者の異動 

   該当事項はありません。 

２．その他の役員の異動 

（１）役付取締役の異動（平成１８年６月２８日付） 

  

   代表取締役会長兼社長 

         白 石   清（現：代表取締役社長） 

 

   取締役副会長 

         古 株   均（現：取締役副社長） 

  

  

（２）新任取締役候補（平成１８年６月２８日付） 

  

   取締役   石 見 浩 一（現：トランス・コスモス株式会社 専務取締役 マーケティングチェーン 

                 マネジメントサービス統括責任者） 

  

   取締役   藤 元 伸 彦（現：トランス・コスモス株式会社 常務執行役員 デジタルプロモーション 

                 第一営業本部長） 

  

   取締役   石 田 慶 樹（現：ＫＤＤＩ株式会社 ネットワークソリューション事業本部 事業企画部

                 事業戦略グループリーダー） 

  

   （注）候補者 石見浩一、藤元伸彦、石田慶樹の各氏は社外取締役候補者であります。 

  

 

（３）新任監査役候補 

  

   常勤監査役 米 山   哲 

  

   監査役   川 北 栄 一（現：株式会社ＮＴＴＰＣコミュニケーションズ 業務部長兼経営企画部 

                 情報マネジメント推進室長） 

  

   （注）候補者 米山哲、川北栄一の両氏は、社外監査役の候補者であります。 

  

  

（４）退任予定取締役（平成１８年６月２８日付） 

 

   取締役   井 上 博 文（現：トランス・コスモス株式会社 常務執行役員 デジタルプロモーション 

                 第二営業本部長） 

  

 

（５）退任予定監査役（平成１８年６月２８日付） 

  

   常勤監査役 長 野   剛 

  

   監査役   山 内 浩 司（現：株式会社ＮＴＴＰＣコミュニケーションズ 総務部長） 

以 上
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